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月－金９：30～17：30

0222111447

0222111302

編集局報道部 0222111127 ℻0222247947

【総支局】

石 巻 石巻市千石町 0225966700 ℻0225211668

気仙沼 気仙沼市田中前４丁目0226226622 ℻0226236780

大 崎 大崎市古川駅前大通 0229220066 ℻0229220253

泉 仙台市泉区明通３丁目0223736000 ℻0223736015

多賀城 多賀城市中央３丁目 0223615180 ℻0223615181

塩 釜 塩釜市北浜１丁目 0223671331 ℻0223671507

南三陸 南三陸町志津川沼田 0226474733 ℻0226474755

登 米 登米市迫町佐沼 0220223172 ℻0220223440

若 柳 栗原市若柳川南南大通0228325371 ℻0228322848

栗 原 栗原市築館薬師 0228223163 ℻0228221679

小牛田 美里町牛飼清水江 0229332204 ℻0229333301

加 美 加美町北町 0229632115 ℻0229633597

岩 沼 岩沼市館下２丁目 0223222215 ℻0223222792

大河原 大河原町新東 0224521173 ℻0224521182

白 石 白石市鷹巣東４丁目 0224252201 ℻0224252516

角 田 角田市角田中島上 0224621568 ℻0224620707

亘 理 亘理町新町 0223328681 ℻0223328682

１～８日

１日（日）
岩沼市長選告示（８日投開票）

１日（日）
キリシタンの里まつり（ 時、登
米市・東和町米川東綱木地区）
７日（土）
蔵の町むらた工芸市（ 時、村田
町・町民体育館、８日も）▷支倉
常長まつり（ 時 分、川崎町役
場駐車場、８日は９時 分から同
町・国営みちのく杜の湖畔公園）
▷とおがった大道芸 ・宵まつり
（ 時、蔵王町・遠刈田温泉、８
日は９時 分から本まつり）

１日（日）
東北楽天―広島（ 時、仙台市宮
城野区・楽天 スタジアム宮
城‖コボスタ宮城）
３日（火）
東北楽天―阪神（ 時、コボスタ
宮城、４日も）
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津波に耐えて生き残った松を

見上げる永浜さん
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荒れ地にたたずむ大きな一本松。脇には永浜さんが手作りした鳥居が置かれている
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⊃

東
日
本
大
震
災
で
深
刻
な
被
害
が
あ
っ
た
亘
理
町
荒
浜
地
区
に
、
津
波
に
耐
え
た
大
き
な
松
が
ポ
ツ
ン

と
１
本
残
っ
て
い
る
。
周
囲
に
あ
っ
た
集
落
は
壊
滅
し
、
地
域
は
災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
た
。
幸
運

に
も
生
き
延
び
た
亘
理
版
〝
奇
跡
の
一
本
松
〞
。
住
民
た
ち
は
「
い
つ
ま
で
も
地
域
を
見
守
っ
て
」
と
、

心
を
寄
せ
て
い
る
。

壊滅の荒浜復興見守る

松
は
、
荒
浜
５
丁
目
行
政

区
（
現
あ
ぶ
く
ま
行
政
区
）

の
永
浜
紀
次
さ
ん

の
被

災
し
た
自
宅
敷
地
に
あ
る
。

永
浜
家
は
代
々
漁
師
の
家
系

で
、
６
代
目
の
永
浜
さ
ん
も

以
前
は
荒
浜
漁
港
で
船
に
乗

っ
て
い
た
。
明
確
な
由
来
は

定
か
で
は
な
い
が
、
永
浜
さ

ん
は
「
２
０
０
年
以
上
前
に

初
代
が
植
え
た
か
、
そ
の
前

か
ら
自
生
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
」
と
推
測
す
る
。

高
さ
は
隣
接
す
る
永
浜
さ

ん
の
自
宅
の
屋
根
を
優
に

上
回
り
、
幹
回
り
は
大
人
２

人
で
よ
う
や
く
抱
え
ら
れ
る

ほ
ど
の
太
さ
。
震
災
前
か
ら

周
囲
に
巨
木
は
少
な
か
っ
た

そ
う
で
「
海
で
操
業
中
に
も

松
が
見
え
た
」
と
懐
か
し
が

る
。震

災
の
津
波
で
、
荒
浜
地

区
で
も
海
に
最
も
近
い
５
丁

目
は
約
１
５
０
戸
が
全
壊
。

永
浜
さ
ん
の
自
宅
も
１
階
の

天
井
ま
で
冠
水
し
た
。
近
く

の
小
学
校
に
避
難
し
た
永
浜

さ
ん
は
、
津
波
の
衝
撃
に
耐

え
て
倒
れ
な
か
っ
た
松
の
姿

を
見
た
と
い
う
。

「
残
っ
て
く
れ
た
の
で
家

の
守
り
神
に
し
た
い
」
。
永

浜
さ
ん
は
震
災
後
、
根
の
近

く
に
手
作
り
の
鳥
居
を
置
い

た
。
塩
害
に
も
耐
え
、
今
も

青
々
と
し
た
葉
が
ピ
ン
と
伸

び
る
。
診
察
し
た
樹
木
医
も

「
枯
れ
て
い
な
い
」
と
太
鼓

判
を
押
し
た
と
い
う
。

仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
永
浜

さ
ん
は
、
近
く
、
荒
浜
地
区

の
松
が
望
め
る
別
の
場
所
に

建
て
た
新
居
に
移
る
。
「
窓

か
ら
松
を
見
る
の
が
楽
し

み
」と
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

５
丁
目
は
町
の
災
害
危
険

区
域
に
指
定
さ
れ
た
。
町
の

震
災
復
興
計
画
で
は
、
元
の

自
宅
周
辺
は
公
園
が
整
備
さ

れ
る
見
込
み
だ
。
「
松
は
自

分
の
心
の
古
里
。
で
き
れ
ば

残
っ
て
ほ
し
い
」
と
永
浜
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
復
興
に

向
か
う
荒
浜
を
見
守
り
続
け

て
く
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。
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入門セミナー

仙台・５日開催
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仙
台
市
産
業
振
興
事
業
団
は

５
日
、
起
業
志
望
者
を
対
象
に

し
た
セ
ミ
ナ
ー
入
門
編
「
こ
こ

か
ら
始
め
る
！

私
の
起
業
講

座
」
を
、
青
葉
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ

ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台
（
ア
エ
ル

階
）
で
開
く
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
支
援
す

る

あ
き
な
い
総
合
研
究
所

東
京

の
吉
田
雅
紀
社
長
が

起
業
ま
で
の
流
れ
や
心
構
え

事
業
内
容
の
決
め
方
な
ど
に
つ

い
て
講
義
す
る

地
場
産
品
の
輸
出

通
所
介

護
施
設

自
家
焙
煎

ば
い
せ

ん

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
販
売
を
手

掛
け
る
県
内
の
起
業
家
３
人
が

体
験
を
語
り
合
う
座
談
会
も
あ

る
午
後
６
時
半
開
始
。
受
講
料

１
０
０
０
円
。
連
絡
先
は
市
産

業
振
興
事
業
団
０
２
２
（
７
２

４
）
１
２
１
２
。
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イ
ー
グ
ル
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
任
命
さ
れ
、

意
気
込
み
を
語
る
メ
ン
バ
ー

プ
ロ
野
球
東
北
楽
天
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
す
る
学
生
親
善
大

使
「
イ
ー
グ
ル
ス
キ
ャ
ン
パ

ス
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
が
決
ま

り
、
メ
ン
バ
ー
の
大
学
生

人
が

日
、
仙
台
市
宮
城
野

区
の
楽
天
Ｋ
ｏ
ｂ
ｏ
ス
タ
ジ

ア
ム
宮
城
で
行
わ
れ
た
広
島

戦
の
前
に
、
フ
ァ
ン
に
お
披

露
目
さ
れ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
東
北
大
、
岩

手
大
、
山
形
大
な
ど
７
大
学

に
通
う
男
子
２
人
、
女
子
８

人
。
応
募
者
約
１
０
０
人
か

ら
、
書
類
審
査
と
面
接
で
選

ば
れ
た
。
球
団
の
Ｃ
Ｍ
や
主

催
試
合
前
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
に
出
演
す
る
予
定
。
楽

天
野
球
団
に
よ
る
と
、
プ
ロ

野
球
で
は
初
の
取
り
組
み
だ

と
い
う
。

宮
城
学
院
女
子
大
４
年
の

山
本
澪
さ
ん

は
「
な
か

な
か
で
き
な
い
体
験
な
の
で

応
募
し
た
。
大
学
生
が
も
っ

と
球
場
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に

な
る
方
法
を
、
普
通
の
大
学

生
の
目
線
で
考
え
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

手塚さんの作品「ブラック・ジャック」の

原画を見る入場者

大
学
生
目
線
で
楽
天
Ｐ
Ｒ

男
女

人

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
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マ
ン
ガ
の
力
を
実
感

手
塚
治
虫
・
石
ノ
森
章
太
郎
の
原
画
な
ど
展
示

県
美
術
館
で
特
別
展
が
開
幕

日
本
漫
画
界
の
礎
を
築
い

た
手
塚
治
虫
さ
ん
（
１
９
２

８
〜

年
）
と
石
ノ
森
章
太

郎
さ
ん
（

〜

年
、
登
米

市
出
身
）
の
原
画
や
映
像
を

通
じ
、
２
人
の
歩
み
を
振
り

返
る
特
別
展
「
手
塚
治
虫
×

石
ノ
森
章
太
郎

マ
ン
ガ
の

ち
か
ら
」（
宮
城
県
美
術
館
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
放
送
局
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
東
北
、
河
北

新
報
社
主
催
）
が

日
、
仙

台
市
青
葉
区
の
県
美
術
館
で

開
幕
し
た
。

鉄
腕
ア
ト
ム

や

サ
イ

ボ
ー
グ
０
０
９

な
ど

２
人

の
代
表
作
の
原
画
や
資
料
約

１
８
０
件
の
ほ
か

ア
ニ
メ

の
映
像
も
展
示
し
た

漫
画

家
の
さ
い
と
う
・
た
か
を
さ

ん
や
歌
手
の
山
下
達
郎
さ
ん

ら
２
人
の
漫
画
に
影
響
を
受

け
た
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
オ
マ

ー
ジ
ュ
作
品
も
あ
る

会
場
に
は

手
塚
さ
ん
が

入
居
後

石
ノ
森
さ
ん
や
赤

塚
不
二
夫
さ
ん

故
人

ら
の

漫
画
家
が
集
ま
っ
た

ト
キ

ワ
荘

も
４
分
の
３
サ
イ
ズ

で
再
現

石
ノ
森
さ
ん
が
１

９
５
６
年
ご
ろ
に
同
荘
で
書

い
た
落
書
き
ノ
ー
ト
も
初
め

て
展
示
さ
れ
た
。

開
会
式
で
は

手
塚
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
の
松
谷
孝
征
社

長
が

漫
画
の
力
を
信
じ
た

手
塚
先
生
と
石
ノ
森
先
生
の

歩
み
を
見
て
ほ
し
い

と
あ

い
さ
つ
し
た

会
期
は
７
月

日
ま
で

開
館
時
間
は
午
前
９
時
半
〜

午
後
５
時

入
場
は
午
後
４

時
半
ま
で

休
館
日
は
７
月

日
を
除
く
月
曜
と
７
月

日

観
覧
料
は
一
般
１
２
０

０
円

学
生
１
０
０
０
円

小

中
高
生
６
０
０
円
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雅楽の素晴らしさを語る

東儀さん

生
演
奏
を
交
え
て

雅
楽
の
魅
力
紹
介

仙
台
・
東
儀
さ
ん
講
演

雅
楽
師
の
東
儀
秀
樹
さ
ん

に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
が

日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
日
立

シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
で

あ
っ
た
。「
音
楽
の
ち
か
ら
」

を
テ
ー
マ
に
、
生
演
奏
を
交

え
た
講
演
で
雅
楽
の
素
晴
ら

し
さ
を
説
い
た
。

東
儀
さ
ん
は
笙
（
し
ょ
う
）

な
ど
を
演
奏
し
な
が
ら
、
約

１
４
０
０
年
前
に
中
国
大
陸

か
ら
伝
来
し
た
雅
楽
の
歴
史

を
紹
介
。
「
雅
楽
が
何
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と

は
、
日
本
が
何
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
こ
と
に
通
じ

る
。
ぜ
ひ
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
も
の
と
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
東
儀
さ
ん
は
震
災

後
、
何
度
も
被
災
地
入
り
し

た
こ
と
を
明
か
し
「
震
災
で

心
に
空
い
た
穴
を
感
じ
て
い

る
人
も
多
い
と
思
う
が
、
時

に
音
楽
が
そ
の
穴
を
埋
め
る

接
着
剤
に
な
る
」
と
話
し
た
。

国
学
院
大
の
同
窓
会
組
織

で
あ
る
院
友
会
と
同
県
支
部

の
主
催
。
東
日
本
大
震
災
復

興
祈
念
事
業
と
し
て
開
か
れ

た
。
開
催
費
用
は
会
に
寄
せ

ら
れ
た
義
援
金
な
ど
で
賄
わ

れ
、
被
災
者
を
中
心
に
約
５

８
０
人
が
招
待
さ
れ
た
。

大場尚文さん

理
事
長
に
大
場
さ
ん

県
芸
術
協
会

県
芸
術
協
会
は

日
、
仙

台
市
青
葉
区
の
市
福
祉
プ
ラ

ザ
で
理
事
会
を
開
き
、
新
理

事
長
に
洋
画
家
の
大
場
尚
文

さ
ん

‖
絵
画
部
、
富
谷

町
‖
を
選
出
し
た
。
任
期
は

２
年
。

大
場
さ
ん
は
栗
原
市
出

身
。
岩
手
大
特
設
美
術
科
卒
。

県
内
の
中
学
校
で
美
術
教
諭

を
務
め
た
ほ
か
、
県
美
術
館

教
育
普
及
部
長
な
ど
を
歴
任

し
た
。

大
場
さ
ん
は
「
協
会
は
こ

と
し

周
年
の
節
目
を
迎
え

た
。
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

味
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
魅

力
の
あ
る
団
体
に
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

貴
重
な
出
土
品
が
並
ぶ
企
画
展

動
物
土
偶
な
ど
展
示

縄
文
人
の
生
活
探
る

仙
台
で
企
画
展

縄
文
時
代
の
人
々
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
企
画
展
「
縄
文
人
と
動

物
の
か
か
わ
り
｜
大
野
田
遺

跡
と
土
偶
｜
」
が
、
仙
台
市

太
白
区
山
田
上
ノ
台
町
に
あ

る
市
縄
文
の
森
広
場
で
開
か

れ
て
い
る
。

日
ま
で
。

展
示
す
る
の
は
太
白
区
の

縄
文
時
代
後
期
（
約
３
８
０

０
年
前
）
の
大
野
田
遺
跡
か

ら
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
計

点
。
イ
ノ
シ
シ
を
か
た
ど
っ

た
動
物
土
偶
や
、
遺
体
を
埋

葬
す
る
際
に
使
っ
た
埋
設
土

器
な
ど
、
貴
重
な
資
料
が
並

ん
で
い
る
。

今
回
の
展
示
は
、
１
９
９

３
年
か
ら

年
に
か
け
て
市

教
委
文
化
財
課
が
同
遺
跡
で

行
っ
た
発
掘
を
ま
と
め
た
調

査
報
告
書
が
、
こ
と
し
３
月

に
刊
行
さ
れ
た
の
を
機
に
実

施
。
市
縄
文
の
森
広
場
が
出

土
品
を
借
り
受
け
て
実
現
し

た
。
入
館
料
は
一
般
２
０
０

円
、
高
校
生
１
５
０
円
、
小

中
学
生
１
０
０
円
。
仙
台
市

縄
文
の
森
広
場
０
２
２
（
３

０
７
）
５
６
６
５
。
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